
１　地域水産業再生委員会（ID:1112007）

対象となる地域の範囲及び漁業の種類

２　地域の現状

（第２期）
浜の活力再生プラン

代表者名

再生委員会の
構成員

・佐渡漁業協同組合（高千・稲鯨支所）・佐渡市農林水産課

・新潟県佐渡地域振興局農林水産振興部水産庁舎
・新潟県水産海洋研究所佐渡水産技術センター

オブザーバー

４．刺網漁業（漁業者数：123名）

　一方、真野湾に面した佐和田・（二見）地域は刺網漁業ではヒラメ、カレイ類、ナマコ漁業（桁引

及び新潟市中央卸売市場（消費地）に直接出荷されている魚種もある。

年々厳しくなっている。

　漁業経営は魚価安、燃油の高騰及び一般漁業資材は常に本土より割高（輸送経費分）となっており

就業者の減少、資源の減少等から平成２７年度の水揚金額４３７,５０８千円に比べ減少している。

　また、新潟市場等に直接出荷する場合は出荷運賃等の経費高となっている。

　この地域の平成２９年度の水揚金額は３５７，７２４千円で近年の魚価安、漁業者の高齢化、新規

組織名

２．ナマコ桁網漁業（漁業者数：15名）

 佐渡相川・真野湾地区地域水産業再生委員会
 会長 山本 龍太郎

１．大型定置網漁業（漁業者数：1名）

３．板曳網漁業（漁業者数：3名）

範囲：旧相川町～佐和田町

　本委員会の対象相川地域（高千～二見地区）は佐渡島北部の外海に面し冬季間は北西の季節風によ

ワイガニ、南蛮エビ等、刺網漁業では、ウスメバル、マダラ、イナダ等、大型定置網ではイナダ、マ

き）、牡蠣養殖業等が営まれている。

　当地域で水揚されたものは大部分が両津にある佐渡魚市場（市内７漁協で開設・運営）で競りに掛

（１）関連する水産業を取り巻く現状等

の貝類、モズク、ワカメ、アラメ、エゴ、イワノリ等が漁獲されている。板曳網漁業でカレイ類、ズ

グロ類が漁獲されている。

けられている。その約７２％が仲買人等により島外に出荷されている。一部、新潟漁協市場（産地）

５．採介藻漁業（漁業者数：295名）

る風浪の影響を受け厳しい漁業環境下にあるが沿岸域及び沖合いは岩礁域が多く佐渡北方魚礁群等、

天然の好漁場が形成されている。沿岸域では周年、採介藻漁業が営まれており主にサザエ、アワビ等

６．牡蠣養殖漁業（漁業者数：8名）

合計　４４９名

７．雑(ﾀｺ、ｶﾆｶｺﾞ)（漁業者数：1名）

８．イカ一本釣り漁業（漁業者数：3名）

別記様式第２号 別添



３　活性化の取組方針

として、近年、沿岸域で磯焼現象が見られるところがあり（稲鯨地区）、重要資源である海藻のイゴ

（２）今期の浜の活力再生プランの基本方針

　佐渡島は、本土から３５ｋｍの海上にある日本海最大の離島であり、総面積約８５５Ｋ㎡、海岸線

刺網、板曳網、定置網、イカ一本釣漁業等の好漁場となっている。真野湾では牡蠣養殖、ナマコ漁業

いる。冬季間は北西の季節風が強いものの、年間平均気温は約１４℃と比較的温暖な気候である。佐

は約２８０ｋｍである。佐渡島は佐渡市１市であり、地形は、東側は両津湾、西側に真野湾があり中

央は国仲平野となっている。国仲平野の北西側に大佐渡山脈が連なり、南東側は小佐渡山脈となって

佐渡漁協は平成１８年４月１日島内１９漁協が合併し発足した。その後、平成２３年９月１日更に２

ら厳しい状況にある。一方、消費者等からは高鮮度で安心、安全な水産物の供給が求められている。

漁協が加わり現在に至っている。平成２９年度の組合員数は２，３８３名（正組合員５４３名准組合

」、「世界ジオパーク」の認定、「北陸新幹線開業」等々により、首都圏等からの観光客の来島増加

　当該地区は佐渡島の真野湾を含む佐渡北方の相川地域は外海に面しており、主に沿岸での採介藻、

（２）その他の関連する現状等

世界農業遺産への登録」、「国際保護鳥朱鷺の自然界での定着」、佐渡金銀山遺跡の「世界遺産登録

員１，８４０名）であるが新規就業者の減少、高齢化等により減少傾向にある。また、佐渡島では「

が営まれている。漁業経営は漁業資源の減少、燃油高騰、魚価安、漁業者の高齢化、後継者不足等か

（１）前期の浜の活力再生プランにかかる成果及び課題等

が見込まれる。これらのことから、高鮮度・高品質の鮮魚、地魚加工品の供給が求められる。

いる。

度島の人口は５５，８５９人(平成２９年度)であるが平成２６年度の５９,３７６人に比べ減少して

このような現状と、いままで取組んだことを踏まえ、第１期の取組に加えて第２期では、新たな取組



1年目（平成31年度）

、ナガモ等の減少が懸念されることから、稲鯨地区に藻場造成ブロックを設置して実験し、効果を検

マコ資源管理の徹底や幼稚仔の放流・ナマコ礁の設置等により資源増大・維持を図る。

・ナマコ礁の設置。

証するとともに、全域での重要資源であるナマコ資源の漁獲量が減少し、小型化傾向にあるため、ナ

・各種加工品、鮮魚等の直売所での販売及びネット販売の強化。

・新潟県漁業調整規則等による操業区域、操業期間、体長制限。

施する。

・サザエの販路開拓。

・密漁等からの漁場監視の徹底。

又、周年採捕されるサザエの価格が夏季安値になるので、安値対策として新たな市場等販売先の開拓

・複数漁業への転換。

②販路拡大（開拓）及び付加価値付与等による魚価向上・経営安定化の取組

・未利用資源及び低価格魚（海藻含）の付加価値付与、販路開拓。

・生産者の顔が見えるシール、タグ等の貼付・装着、創意工夫による販路拡大。

、出荷調整、選別方法、出荷荷姿等の検討及び加工方法、製品の販売先の開拓等を検討し売込みを実

①水産資源の維持安定・増大を図る取組。

○漁業収入向上のための取組

・小型魚等の再放流及び体長制限の徹底。

・藻場造成ブロックの設置。

○漁業コスト削減のための取組

・荷捌所等への海水滅菌装置の導入を図り、漁獲物の衛生管理向上を図る。

・海藻類等の新製品開発、販路拡充。

・省燃油活動の実施（船底清掃、低速航行等）。

漁業収入向上
のための取組

・岩ガキ養殖実施の可能性の検討、実施。

・新規就業者の確保及び漁業後継者の育成。

・稚貝、稚魚等の放流の実施。

・鮮度管理・衛生管理等による魚価アップ。

・直販や簡易共同加工施設設置等６次産業化の推進。

・佐渡海区漁業調整委員会指示による制限。

・活魚出荷及び活〆等の実施。

・漁船の出港、帰港時に減速航行を実施し燃油消費量の削減を図る。

・省エネ機器の導入推進。

（３）漁獲努力量の削減・維持及びその効果に関する担保措置

・新潟県知事許可漁業許可方針。

（４）具体的な取組内容（毎年ごとに数値目標とともに記載）

①板曳網漁業（ナマコ桁曳含）

以下の取組みにより漁業収入を０％向上させる。

(取組内容については、取組みの進捗状況や得られた成果等を踏まえ必要に応じて見直すこととする。)

・佐渡漁協共同、区画漁業権行使規則の制限。

・漁業経営セーフティネット構築事業への加入促進。



・漁業者はナマコ漁業の資源管理を徹底する。(150ｇ以下は放流、採捕期間厳守）ま

以上は築地出荷）に出荷されているが、魚種によっては新潟漁協市場、新潟市中央

協力を得て、講習会及び実技指導を受け技術を習得する。

③刺網漁業

・漁業者は資源保護の為、休漁日を順守する。

・漁協は漁業者の漁獲物鮮度保持向上のため県水産海洋研究所及び市場等の専門家に

よる講習会、研修会を行い鮮度維持意識を高める。

・漁業者はヒラメ、ハタ等の高級魚の活魚・活〆出荷を検討する。

・漁業者は漁協及び漁連の協力を得ながら、地域全体で収穫される価格の変動が大き

・漁業者はヒラメ、ハタ等の高級魚の活魚・活〆出荷を行っている漁協や流通業者の

・漁業者は漁獲されるサザエを消費者ニーズに合ったサイズ別に選別し、荷姿（ミカ

板を立て資源保護を図る。

・漁協は漁業者の漁獲物鮮度保持向上のため県水産海洋研究所及び市場等の専門家に

・漁業者はサイズ（規格）統一の順守を徹底する。

卸売市場への出荷等について検討する。

ンネット）で新規市場等へ出荷する事を検討する。

⑥牡蠣養殖業

稚貝を放流し資源増大を図る。

た佐渡水産技術センターの指導を得てナマコの幼稚子を採捕（カキに付着幼生）放

流方法について検討を行う。

市場（大手流通業者）など他市場等への出荷をするため、漁獲される魚種を選択し

開発に取組む。

・漁業者及び漁協はイベント及びホームページ等を通じて殻付きカキを「カキ蒸し焼

いエゴノリ（イゴ）の島内需要対応のほか新たな島外出荷先の開拓を検討する。

④大型定置網漁業

よる講習会、研修会を行い鮮度維持意識を高める。また、魚価向上のため新潟中央

⑤イカ一本釣漁業

②採介藻漁業

・漁業者はアワビ（殻長９ｃｍ以下）、サザエ（殻高６ｃｍ以下）採捕禁止の順守、

・ブリ、イナダ、メジ、ウマヅラハギ等漁獲物の大半は佐渡魚市場（マグロ３０ｋ

ズにあった販売量（ｇ数）について検討する。

きセット」で販売し、普及を図る。（カキ蒸し焼きセットとは殻付きの牡蠣を一斗

缶に入れ販売し、家庭でも簡単に蒸し焼きができる商品）

・漁業者は漁獲される小型のヒラメ、カレイ類を再放流し、資源保護に取組む。

・漁業者及び漁協、漁業集落はアラメ、ワカメの加工、消費者ニーズに合った新商品

・漁業者及び漁協は沿岸域の密漁防止のため漁場巡回監視をすると共に密漁防止の看

・漁業者及び漁協は県漁連の協力を得てナガモ（アカモク）の販路拡大、消費者ニー

する。

クの効果を検証する。

・漁業者及び漁協は、サザエの夏季安値対策として、新たな市場等販売先の開拓、出

検討する。

・漁業者及び漁協は、磯焼け現象がみられる地域（稲鯨）に設置した藻場造成ブロッ

荷調整、選別方法、出荷荷姿等の検討及び加工方法、製品の販売先の開拓等を検討



２年目（平成32年度）

③漁業者は漁船の船底清掃を実施し燃油消費量の削減を図る。

　稚貝を放流し資源増大を図る。

　る。

　た佐渡水産技術センターの指導を得てナマコの幼稚子を採捕（カキに付着幼生）し

・漁業者はアワビ（殻長９ｃｍ以下）、サザエ（殻高６ｃｍ以下）採捕禁止の順守、

・漁業者及び漁協は沿岸域の密漁防止のため漁場巡回監視をすると共に密漁防止の看

漁業コスト削
減のための取
組(全漁業者)

①漁業者と漁協は省エネ船外機器等の省エネ機器の導入を推進する。

②漁業者と漁協は漁業経営セーフティネット構築事業への加入を推進し、燃油の高騰

　者及び後継者確保に努め制度を利用した技術習得等を図る。

・漁業者は減少する牡蠣養殖専業者対策のため、一人あたりの養殖規模拡大を検討す

・漁業者及び漁協は「カキ祭り」を定期的に開催しカキの消費拡大、地域活性化を図

②採介藻漁業

活用する支援
措置等

・佐渡市水産業振興事業･･･収入向上①

・漁業者及び漁協は漁連等が開催する集団面談会及び求人広告等により新規漁業就業

・離島漁業再生支援交付金･･･収入向上①②

④漁業者と漁協は漁船の出港、帰港時に減速航行を実践し燃油消費量の削減を図る。

  に対応する。

⑧漁港の維持管理

・漁協は漁港施設の機能が引き続き発揮できるよう維持管理する。

  また、漁船保険組合を交え推進機関等の保守点検等の研修会等を実施する。

　る。

以下の取組みにより漁業収入を１％向上させる。

・新潟県農林水産業総合振興事業･･･収入向上②

⑦新規漁業就業者及び後継者の確保・育成

漁業収入向上
のための取組

・漁業人材育成総合支援事業･･･収入向上①

　よる講習会、研修会を行い鮮度維持意識を高める。また、魚価向上のため新潟中央

　引き続き検討する。

・漁業者はナマコ漁業の資源管理を徹底する。(150ｇ以下は放流、採捕期間厳守）ま

・漁業経営セーフティネット構築事業･･･コスト削減

・漁業者は漁獲される小型のヒラメ、カレイ類を再放流し、資源保護に取組む。

①板曳網漁業（ナマコ桁曳含む）

　放流を実施する。

・漁業者及び漁協は、サザエの夏季安値対策として、新たな市場等販売先の開拓、出

・省燃油活動推進事業･･･コスト削減

・水産物供給基盤機能保全事業･･･収入向上①

・浜の活力再生・成長促進交付金･･･収入向上①②

　する。

・漁協は漁業者の漁獲物鮮度保持向上のため県水産海洋研究所及び市場等の専門家に

　市場（大手流通業者）など他市場等への出荷をするため、漁獲される魚種を選択し

・省エネ機器等導入推進事業･･･コスト削減

　荷調整、選別方法、出荷荷姿等の検討及び加工方法、製品の販売先の開拓等を検討



　協力を得て、講習会及び実技指導を受け技術を習得する。

・漁協は漁業者の漁獲物鮮度保持向上のため県水産海洋研究所及び市場等の専門家に

・漁業者はヒラメ、ハタ等の高級魚の活魚・活〆出荷を行っている漁協や流通業者の

④大型定置網漁業

  に対応する。

⑦新規漁業就業者及び後継者の確保・育成

　よる講習会、研修会を行い鮮度維持意識を高める。

  きセット」で販売し、普及を図る。

・漁業者及び漁協はイベント及びホームページ等を通じて殻付きカキを「カキ蒸し焼

　る。

　る。

　協力を得て、講習会及び実技指導を受け技術を習得する。

　板を立て資源保護を図る。

・漁業者はヒラメ、ハタ等の高級魚の活魚・活〆出荷を行っている漁協や流通業者の

　以上は築地出荷）に出荷されているが、魚種によっては新潟漁協市場、新潟市中央

　卸売市場への出荷等について検討する。

・漁業者及び漁協は「カキ祭り」を定期的に開催しカキの消費拡大、地域活性化を図

　消費拡大の宣伝を行い所得向上を目指す。

漁業コスト削
減のための取
組(全漁業者)

②漁業者と漁協は漁業経営セーフティネット構築事業への加入を推進し、燃油の高騰

・漁業者は減少する牡蠣養殖専業者対策のため、一人あたりの養殖規模拡大を検討す

・漁業者及び漁協は漁連等が開催する集団面談会及び求人広告等により新規漁業就業

①漁業者と漁協は省エネ船外機器等の省エネ機器の導入を推進する。

・漁業者は漁獲されるサザエを消費者ニーズに合ったサイズ別に選別し、荷姿（ミカ

⑥牡蠣養殖業

・漁業者及び漁協は県漁連の協力を得てナガモ（アカモク）の販路拡大、消費者ニー

　、販路拡大を図る。

⑤イカ一本釣漁業

・漁業者はサイズ（規格）統一の順守を徹底する。

⑧漁港の維持管理

　ズにあった販売量（ｇ数）について実施する。

　者及び後継者確保に努め制度を利用した技術習得等を図る。

・漁業者は資源保護の為、休漁日を順守する。

・漁協は漁港施設の機能が引き続き発揮できるよう維持管理する。

・ブリ、イナダ、メジ、ウマヅラハギ等漁獲物の大半は佐渡魚市場（マグロ３０ｋ

　ンネット）で新規市場等へ出荷する事を検討する。

③刺網漁業

・漁業者及び漁協、漁業集落はアラメ、ワカメの加工、消費者ニーズに合った新商品

  いエゴノリ（イゴ）の島内需要対応のほか新たな島外出荷先の開拓を検討する。

・漁業者は漁協及び漁連の協力を得ながら、地域全体で収穫される価格の変動が大き

　またインターネット、チラシ等を使って取組内容をスーパー等に紹介すると共に、

・漁業者及び漁協は、磯焼け現象がみられる地域（稲鯨）に設置した藻場造成ブロッ

　クの効果を検証するとともに、藻場造成ブロックの増設を検討する。

　開発に取組み佐渡漁協直売所やインターネット販売での売り込みを実施し消費拡大



３年目（平成33年度）

③漁業者は漁船の船底清掃を実施し燃油消費量の削減を図る。

また、漁船保険組合を交え推進機関等の保守点検等の研修会等を実施する。

・浜の活力再生・成長促進交付金･･･収入向上①②

③刺網漁業

ント参加、漁協のネット販売を通じて新たな販売先（島外）を開拓する。

消費拡大の宣伝を行い所得向上を目指す。

漁業コスト削
減のための取
組(全漁業者)

④漁業者と漁協は漁船の出港、帰港時に減速航行を実践し燃油消費量の削減を図る。

・漁業者は漁獲される小型のヒラメ・カレイ等を再放流し、資源保護に取組む。

・離島漁業再生支援交付金･･･収入向上①②

・漁業者は稚ナマコの天然採苗、放流を実施するとともに小型サイズ（150ｇ以下)の

・水産物供給基盤機能保全事業･･･収入向上①

・漁業者及び漁協は、磯焼け現象がみられる地域（稲鯨）に設置した藻場造成ブロッ

・漁業者及び漁協は県漁連の協力を得てエゴノリ(イゴ)の消費拡大を図るためにイベ

クの効果を検証し、２年目に検討した藻場造成ブロックを増設する。

ズにあった販売量（ｇ数）について実施する。

再放流を順守する。またナマコ礁設置について検討する。

またインターネット、チラシ等を使って取組内容をスーパー等に紹介すると共に、

漁業収入向上
のための取組

稚貝放流を実施し資源増大を図る。

・漁業者は漁獲されるサザエを消費者ニーズに合ったサイズ別に選別し、荷姿（ミカ

②採介藻漁業

・漁業者及び漁協は密漁等漁場監視を行い資源保護を図る。

市場（大手流通業者）など他市場等への出荷するため、漁獲される魚種を選択し引

・漁業者及び漁協は県漁連の協力を得てナガモ（アカモク）の販路拡大、消費者ニー

①板曳網漁業（ナマコ桁曳含む）

以下の取組みにより漁業収入を１％向上させる。

・省エネ機器等導入推進事業･･･コスト削減

・新規漁業就業者総合支援事業･･･収入向上①

・漁業者はアワビ（殻長９ｃｍ以下）、サザエ（殻長６ｃｍ以下）採捕禁止の順守、

・漁業者及び漁協、漁業集落はアラメ、ワカメの加工、消費者ニーズに合った新商品

き続き検討する。

・漁業者及び漁協は、サザエの夏季安値対策として、新たな市場等販売先の開拓、出

、販路拡大を図る。

・新潟県農林水産業総合振興事業･･･収入向上②

開発に取組み佐渡漁協直売所やインターネット販売での売り込みを実施し消費拡大

活用する支援
措置等

・漁協は漁業者の漁獲物鮮度保持向上のため県水産海洋研究所及び市場等の専門家に

よる講習会、研修会を行い鮮度維持意識を高める。また、魚価向上のため新潟中央

・佐渡市水産業振興事業･･･収入向上①

ンネット）で新規市場等へ出荷する。

・省燃油活動推進事業･･･コスト削減

荷調整、選別方法、出荷荷姿の確立及び加工製品の販売先を開拓する。

・漁業経営セーフティネット構築事業･･･コスト削減



４年目（平成34年度）

　よる講習会、研修会を行い鮮度維持意識を高める。

漁業コスト削
減のための取
組(全漁業者)

　ながら、さらなる技術向上を図り、魚の価格向上に努める。

③漁業者は漁船の船底清掃を実施し燃油消費量の削減を図る。

活用する支援
措置等

・ブリ、イナダ、メジ、ウマヅラハギ等漁獲物の大半は佐渡魚市場（マグロ３０ｋ

⑥牡蠣養殖業

  に対応する。

①漁業者と漁協は省エネ船外機器等の省エネ機器の導入を推進する。

  きセット」で販売し、普及を図る。

②漁業者と漁協は漁業経営セーフティネット構築事業への加入を推進し、燃油の高騰

　る。

④大型定置網漁業

　以上は築地出荷）に出荷されているが、魚種によっては新潟漁協市場、新潟市中央

・漁業者は、ヒラメ、ハタ等の高級魚の活魚・活〆出荷を行い、販売先での評価を得

・漁協は漁業者の漁獲物鮮度保持向上のため県水産海洋研究所及び市場等の専門家に

・漁業者は資源保護の為、休漁日を順守する。

・漁業者及び漁協はイベント及びホームページ等を通じて殻付きカキを「カキ蒸し焼

・漁業者及び漁協は「カキ祭り」を開催しカキの消費拡大と地域活性化を図る。

・漁業者は減少する牡蠣養殖専業者対策のため、一人あたりの養殖規模拡大を検討す

　協力を得て、講習会及び実技指導を受け技術を習得する。

・漁業者はヒラメ、ハタ等の高級魚の活魚・活〆出荷を行っている漁協や流通業者の

⑦新規漁業就業者及び後継者の確保・育成

・漁業者及び漁協は漁連等が開催する集団面談会及び求人広告等により新規漁業就業

④漁業者と漁協は漁船の出港、帰港時に減速航行を実践し燃油消費量の削減を図る。

・漁業者は漁獲される小型のヒラメ・カレイ等を再放流し、資源保護に取組む。

  また、漁船保険組合を交え推進機関等の保守点検等の研修会等を実施する。

・離島漁業再生支援交付金･･･収入向上①②

・浜の活力再生・成長促進交付金･･･収入向上①②

・漁業人材育成総合支援事業･･･収入向上①

・漁業経営セーフティネット構築事業･･･コスト削減

以下の取組みにより漁業収入を１％向上させる。漁業収入向上
のための取組

・水産物供給基盤機能保全事業･･･収入向上①

・佐渡市水産業振興事業･･･収入向上①

①板曳網漁業（ナマコ桁曳含む）

・新潟県農林水産業総合振興事業･･･収入向上②

　卸売市場への出荷等について検討する。

　者及び後継者確保に努め制度を利用した技術習得等を図る。

⑤イカ一本釣漁業

・漁協は漁港施設の機能が引き続き発揮できるよう維持管理する。

・漁業者はサイズ（規格）統一の順守を徹底する。

⑧漁港の維持管理



・漁協は漁業者の漁獲物鮮度保持向上のため県水産海洋研究所及び市場等の専門家に

よる講習会、研修会を行い鮮度維持意識を高める。

②採介藻漁業

・漁協は漁業者の漁獲物鮮度保持向上のため県水産海洋研究所及び市場等の専門家に

・漁業者及び漁協、漁業集落はアラメ、ワカメの加工、消費者ニーズに合った新商品

・漁業者は漁獲されるサザエを消費者ニーズに合ったサイズ別に選別し、荷姿（ミカ

ンネット）で新規市場等へ出荷する。

・漁業者は減少する牡蠣養殖専業者対策のため、一人あたりの養殖規模拡大を行い、

・漁業者はサイズ（規格）統一の順守を徹底する。

卸売市場への出荷等について検討する。

よる講習会、研修会を行い鮮度維持意識を高める。また、魚価向上のため新潟中央

開発に取組み佐渡漁協直売所やインターネット販売での売り込みを実施し消費拡大

稚貝放流を実施し資源増大を図る。

・漁業者及び漁協は密漁等漁場監視を行い資源保護を図る。

ながら、さらなる技術向上を図り、魚の価格向上に努める。

・漁業者はヒラメ、ハタ等の高級魚の活魚・活〆出荷を行っている漁協や流通業者の

⑤イカ一本釣漁業

・漁業者はアワビ（殻長９ｃｍ以下）、サザエ（殻長６ｃｍ以下）採捕禁止の順守、

・漁業者及び漁協はイベント及びホームページ等を通じて殻付きカキを「カキ蒸し焼

きセット」で販売し、普及を図る。

協力を得て、講習会及び実技指導を受け技術を習得し、鮮度及び魚価の向上を図る。

・ブリ、イナダ、メジ、ウマヅラハギ等漁獲物の大半は佐渡魚市場（マグロ３０ｋ

ント参加、漁協のネット販売を通じて新たな販売先（島外）を開拓する。

④大型定置網漁業

③刺網漁業

⑥牡蠣養殖業

・漁業者及び漁協は県漁連の協力を得て前年度までに検討したナガモの販路拡大、消

・漁業者及び漁協は県漁連の協力を得てエゴノリ(イゴ)の消費拡大を図るためにイベ

・漁業者は稚ナマコの天然採苗、放流を実施するとともに小型サイズ（150ｇ以下)の

費者ニーズに合った販売量（ｇ数）について実施する。

再放流を順守する。またナマコ礁設置について引き続き検討する。

消費拡大の宣伝を行い所得向上を目指す。

以上は築地出荷）に出荷されているが、魚種によっては新潟漁協市場、新潟市中央

市場（大手流通業者）など他市場等への出荷を実施する。

クの効果を検証する。

またインターネット、チラシ等を使って取組内容をスーパー等に紹介すると共に、

・漁業者は資源保護の為、休漁日を順守する。

、販路拡大を図る。

・漁業者は、ヒラメ、ハタ等の高級魚の活魚・活〆出荷を行い、販売先での評価を得

・漁業者及び漁協は、磯焼け現象がみられる地域（稲鯨）に増設した藻場造成ブロッ

・漁業者及び漁協は、サザエの夏季安値対策として、新たな市場等販売先の開拓、出

荷調整、選別方法、出荷荷姿の確立及び加工製品の販売先を開拓する。



５年目（平成35年度）

る。

②採介藻漁業

・漁業者は漁獲されるサザエを消費者ニーズに合ったサイズ別に選別し、荷姿（ミカ

漁業収入向上
のための取組

以下の取組みにより漁業収入を２．６％向上させる。

・漁協は漁業者の漁獲物鮮度保持向上のため県水産海洋研究所及び市場等の専門家に

・漁業者及び漁協、漁業集落はアラメ、ワカメの加工、消費者ニーズに合った新商品

②漁業者と漁協は漁業経営セーフティネット構築事業への加入を推進し、燃油の高騰

に対応する。

・漁業経営セーフティネット構築事業･･･コスト削減

①漁業者と漁協は省エネ船外機器等の省エネ機器の導入を推進する。

③漁業者は漁船の船底清掃を実施し燃油消費量の削減を図る。

活用する支援
措置等

漁業コスト削
減のための取
組(全漁業者)

①板曳網漁業（ナマコ桁曳含む）

・離島漁業再生支援交付金･･･収入向上①②

・漁業人材育成総合支援事業･･･収入向上①

④漁業者と漁協は漁船の出港、帰港時に減速航行を実践し燃油消費量の削減を図る。

・漁業者は漁獲される小型のヒラメ、カレイ類を再放流し、資源増大を図る。

・漁業者及び漁協は密漁等漁場監視を行い資源保護を図る。

稚貝放流を実施し資源増大を図る。

⑦新規漁業就業者及び後継者の確保・育成

・漁業者及び漁協は漁連等が開催する集団面談会及び求人広告等により新規漁業就業

ンネット）で新規市場等へ出荷する。

よる講習会、研修会を行い鮮度維持意識を高める。また、魚価向上のため新潟中央

・漁業者はアワビ（殻長９ｃｍ以下）、サザエ（殻長６ｃｍ以下）採捕禁止の順守、

者及び後継者確保に努め制度を利用した技術習得等を図る。

・水産物供給基盤機能保全事業･･･収入向上①

再放流を順守する。また検討を行ってきたナマコ礁設置について試験的に実施す

、販路拡大を図る。

・漁業者及び漁協は県漁連の協力を得て前年度までに検討したナガモの販路拡大、

・漁業者及び漁協は、サザエの夏季安値対策として、新たな市場等販売先の開拓、出

開発に取組み佐渡漁協直売所やインターネット販売での売り込みを実施し消費拡大

・新潟県農林水産業総合振興事業･･･収入向上②

・漁業者は稚ナマコの天然採苗、放流を実施するとともに小型サイズ（150ｇ以下)の

また、漁船保険組合を交え推進機関等の保守点検等の研修会等を実施する。

荷調整、選別方法、出荷荷姿の確立及び加工製品の販売先を開拓する。

・佐渡市水産業振興事業･･･収入向上①

・浜の活力再生・成長促進交付金･･･収入向上①②

・漁業者及び漁協は「カキ祭り」を開催しカキの消費拡大と地域活性化を図る。

市場（大手流通業者）など他市場等への出荷を実施する。

⑧漁港の維持管理

・漁協は漁港施設の機能が引き続き発揮できるよう維持管理する。

　牡蠣の漁獲量の維持を図る。



・漁協は漁業者の漁獲物鮮度保持向上のため県水産海洋研究所及び市場等の専門家に

よる講習会、研修会を行い鮮度維持意識を高める。

漁業コスト削
減のための取
組(全漁業者)

・漁業者及び漁協はイベント及びホームページ等を通じて殻付きカキを「カキ蒸し焼

漁業収入向上
のための取組

卸売市場へ出荷する。

④大型定置網漁業

④漁業者と漁協は漁船の出港、帰港時に減速航行を実践し燃油消費量の削減を図る。

・漁業経営セーフティネット構築事業･･･コスト削減

・浜の活力再生・成長促進交付金･･･収入向上①②

⑧漁港の維持管理

・漁協は漁港施設の機能が引き続き発揮できるよう維持管理する。

②漁業者と漁協は漁業経営セーフティネット構築事業への加入を推進し、燃油の高騰

・離島漁業再生支援交付金･･･収入向上①②

また、漁船保険組合を交え推進機関等の保守点検等の研修会等を実施する。

①漁業者と漁協は省エネ船外機器等の省エネ機器の導入を推進する。

活用する支援
措置等

に対応する。

③漁業者は漁船の船底清掃を実施し燃油消費量の削減を図る。

⑥牡蠣養殖業

ント参加、漁協のネット販売を通じて新たな販売先（島外）を開拓する。

⑦新規漁業就業者及び後継者の確保・育成

・漁業者及び漁協は漁連等が開催する集団面談会及び求人広告等により新規漁業就業

・漁業者及び漁協は「カキ祭り」を開催しカキの消費拡大と地域活性化を図る。

者及び後継者確保に努め制度を利用した技術習得等を図る。

　消費者ニーズに合った販売量（ｇ数）について実施する。

図る。

　消費拡大の宣伝を行い所得向上を目指す。

ブロックの効果について引き続き検証する。

　またインターネット、チラシ等を使って取組内容をスーパー等に紹介すると共に、

・漁業者はヒラメ・ハタ等の活魚出荷・活〆出荷技術の取組について、インターネット

・漁業者及び漁協は県漁連の協力を得てエゴノリ(イゴ)の消費拡大を図るためにイベ

③刺網漁業

やチラシ等を活用してスーパーや一般消費者等に紹介し、取扱の拡大や消費の拡大を

・漁業者及び漁協は、磯焼け現象がみられる地域（稲鯨）に設置、増設した藻場造成

・漁業者は資源保護の為、休漁日を順守する。

以上は築地出荷）に出荷されているが、魚種によっては新潟漁協市場、新潟市中央

牡蠣の漁獲量の維持を図る。

協力を得て、講習会及び実技指導を受け技術を習得し、鮮度及び魚価の向上を図る。

・漁業者はヒラメ、ハタ等の高級魚の活魚・活〆出荷を行っている漁協や流通業者の

・漁業者は減少する牡蠣養殖専業者対策のため、一人あたりの養殖規模拡大を行い、

・漁業者はサイズ（規格）統一の順守を徹底する。

きセット」で販売し、普及を図る。

⑤イカ一本釣漁業

・ブリ、イナダ、メジ、ウマヅラハギ等漁獲物の大半は佐渡魚市場（マグロ３０ｋ



４　目標
（１）所得目標

（２）上記の算出方法及びその妥当性

漁業所得の向上１０％以上
円

漁業所得　基準年

拡大、価格向上に努める。

： 円

・佐渡魚市場、新潟漁協、新潟市中央卸売市場等と出荷方法、鮮度保持等について協議しながら販路

平成３５年度

平成２９年度

漁業所得　：目標年

・漁業人材育成総合支援事業･･･収入向上①

（５）関係機関との連携

・水産物供給基盤機能保全事業･･･収入向上①

る。

・新潟県佐渡地域振興局、新潟県佐渡水産技術センター及び佐渡市と連携し、支援制度の活用及び放

流技術等の指導を受ける。また、県漁連等の系統団体とも連携しながら浜・活プランの実施に努め

活用する支援
措置等

・新潟県農林水産業総合振興事業･･･収入向上②

・佐渡市水産業振興事業･･･収入向上①



（３）所得目標以外の成果目標

（４）上記の算出方法及びその妥当性

506

512

510

５　関連施設

　基準年の単価については、サザエの単価が安価となる６月、７月を対象とし、平成２７年より平成

kg/円

目標年 平成３５年 ： 610 kg/円
　夏季のサザエ単価の向上

基準年
　平成27年
　～29年平均

： 510

減を図る。

24.54 11,112 453

40.48

・漁場監視、種苗放流等資源増大、鮮度管理、加工等実施による販路、

・省エネ型機器（省エネ船外機等）への換装により漁業用燃油経費の削

消費拡大を図ることによる所得向上。

・漁船の船底清掃、減速航行等省エネ活動を実施し燃油消費量の削減を

離島漁業再生支援交付金

事業内容及び浜の活力再生プランとの関係性

    活用を予定している関連施策名とその内容及びプランとの関係性

事業名

省燃油活動推進事業

省エネ機器導入推進事業

７月

計

11.39

453

平成２９年

数量 金額単価(㎏/
円)

14,311 18,339

２９年までの過去３ヶ年の平均単価を算出し基準年の単価とした。目標年の単価については基準年の

単価に対し20％を加算し金額を計上した。

30.23

76018.84

数量

743

平成２８年

数量

22,465

453

65.02 29,451

12,188 43128.26

≪夏季のサザエ単価の算出≫

8,154

金額 単価
(㎏/円)

716

平成２７年

６月

金額

（単位：ﾄﾝ、千円）

49.02 21,626 441

平均単価
（㎏/円）単価

(㎏/円)

20.76 9,438 455



・漁港施設の維持管理・機能保全を図る。

・イベント開催等により佐渡水産物の販路・消費拡大等を図る。

・燃油高騰の影響緩和により漁業経営の安定化を図る。

・流通改善施設、加工施設の設置等による魚価向上を図る。

・漁業研修制度等を活用し新規就業者等の確保・育成を図る。

・荷捌所施設等への海水滅菌装置等の導入により、漁獲物の衛生管理向

佐渡市水産業振興事業

漁業経営ｾｰﾌﾃｨﾈｯﾄ構築事業

漁業人材育成総合支援事業

新潟県農林水産業総合振興事業

水産物供給基盤機能保全事業

浜の活力再生・成長促進交付金

上を図る。

　図り漁業経費削減を図る。
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